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一里塚（上の見附）

大塩書院跡

川東提灯店

㈶守口文庫
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京阪本線旧守口
市役所

中央コミュニティセンター

文禄堤の上が京街道として
機能していました！

…京街道
…文禄堤

守口
市役所

難宗寺

義天寺

「ならのざきみち」道標

五ヶ荘水路跡

竜田文庫

みよし写真館

守口
市駅

守口

地下
鉄谷
町線

この周辺が守口宿の南端でした
（下の見附）。
見附…宿場の出入り口にある旅人
の見張りをしていた所

みつけ

卯
う
建
だつ
や虫

むし
籠
こ
窓
まど
のある宿場町の面影が

残る建物（三好写真館）

三
みよしあきら
好章さん。先代から使われている

約100年前のアニソニーカメラ

豊臣秀吉がこよなく通ったと
される守口。吉田宅庭には、
秀吉が足休めにしたと伝えら
れる遺石が残っています。

奈良へと続く石畳の小道
明
治
初
期
の
看
板
で「
葛か
っ
こ
ん
と
う

根
湯（
風
邪
薬
）」

や「
あ
か
ぎ
れ
軟な
ん
こ
う膏
」が
よ
く
売
れ
ま
し

た
。

守口宿をPR（宣伝）する加
かとうただひろ
藤忠廣さん

西
にしだたかし
田崇さん

「一里塚跡」

「五ヶ荘用水路跡」
淀川より水を取り入れ田畑などに水を引いて
いました。

吉
よしだ こ う じ
田幸司さん

問
屋
役
人・吉
田
為
五
郎
邸

瓶か
め

橋ば
し

跡（
江
戸
時
代
公
儀
橋
…

 

幕
府
の
費
用
で
建
設
さ
れ
た
橋
）

橋
の
名
の
由
来

「
口
を
守
る
こ
と
、瓶
の
如ご

と
し
」…

 

「
発
言
は
慎
重
に
す
る
べ
し
」

 

と
い
う
意
味

　
文
禄
堤
沿
い
の
街
並
み
は
、
す
っ

か
り
様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
数
年

前
ま
で
江
戸
時
代
当
時（
築
約
180
年

前
）の
面
影
が
残
る
家
屋
を
守
り
続

け
て
き
た
西
田
崇
さ
ん（
92
歳
）。400

年
に
も
及
ぶ
守
口
宿
の
茜あ
か
ね
や屋（

当
時

の
呉
服
店
）の
家
系
に
生
ま
れ
ま
し

た
。

　
92
歳
と
は
思
え
な
い
活
動
力
に
は

驚
き
ま
す
。
今
も
歴
史
に
ゆ
か
り
の

あ
る
地
を
散
策
さ
れ
て
お
り「
歴
史

散
歩
部
会
報
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。

旧
松
下
電
器
の
技
術
部
門
で
活
躍
さ

　
江
戸
時
代
、
街
道
に
一
里（
４
キ
ロ
弱
）ご
と
の

距
離
を
表
し
、
旅
人
な
ど
の
目
印
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
当
時
は
街
道
の
両
側
に
あ
り
、
現
在
は
京
に
向

か
っ
て
左
側
の
敷
地
20
坪
ほ
ど
の
所
に
、昭
和
40
年

（
１
９
６
５
年
）記
念
碑
を
建
て
ま
し
た
。 れ

、
パ
ソ
コ
ン
は
お
手
の
物
。
現
在

も
現
役
で
、
茜
屋
が
あ
っ
た
地
に
ご

自
身
で
設
計
し
た
家
を
建
設
中
。
完

成
は
来
年
で
、
当
時
の
造
り
を
思
わ

せ
る
外
観
や
、
中
二
階
造
り
を
取
り

入
れ
た
設
計
に
し
、
文
禄
堤
の
景
観

に
気
を
つ
け
た
と
い
い
ま
す
。

　〝
街
並
み
は
変
わ
っ
た
が
、
歴
史

は
変
わ
ら
な
い
。
自
分
が
い
る
間
に

色
ん
な
も
の
を
残
し
、
修
復
さ
せ
、

復
活
さ
せ
た
い
〞と
語
る
西
田
さ
ん

の
文
禄
堤
へ
の
想
い
は
こ
れ
か
ら
も

続
き
ま
す
。

　
浜
町
の
角
に
、宿
場
役
人
で
、代
々

薬
屋「
吉
田
長
寿
堂
」と
し
て
反
映
し

た
の
が
吉
田
家
で
、
先
代
の
吉
田
義

昭
さ
ん
の
業
績
は
大
き
く
郷
土
研
究

に
情
熱
を
燃
や
し
、
守
口
市
文
化
財

研
究
会
の
創
立
時
に
長
年
尽
力
さ

れ
、
そ
の
遺
志
は
息
子
で
あ
る
吉
田

幸
司
さ
ん
に
継
が
れ
て
い
ま
す
。
街

の
文
庫
と
し
て
地
域
の
人
と
共
に

「
竜
田
文
庫
」を
立
ち
上
げ
、
守
口
宿

の
歴
史
文
化
の
普
及
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

　守口宿でも数少ない江戸時代の名残を感じさせる古びた石畳の坂
道です。旧奈良街道（約1200年前に行

ぎょうき
基によりつくられたと言わ

れています）へと通じる幅１メートルほどで、
「右ならのざきみち」の小さな道

みちしるべ
標があります。

　この道は「難宗寺」へも通じており、大名行
列が鉢合わせなどのときは、この道から「難
宗寺」へ避難したと思われます。

　
昭
和
22
年
、
現
在
の
文
禄

堤
の
地
に
先
代
が
写
真
館
を

開
い
た「
み
よ
し
写
真
館
」の

２
代
目
で
あ
る
三
好
章
さ
ん
。

　〝
夢
は
こ
れ
か
ら
。
こ
の

地
で
写
真
を
繁
栄
さ
せ
、
流は

行や

ら
せ
る
こ
と
で
人
が
集
ま

る
地
に
し
た
い
。
こ
の
建
物

を
残
し
な
が
ら
、
昔
の
面
影

を
壊
し
た
く
な
い
。
守
口
市
に
愛
着

を
持
っ
て
る
か
ら
こ
そ
、
レ
ガ
シ
ー

（
遺
産
）を
残
し
、
こ
の
時
代
に
生
か

し
た
い
〞と
強
い
想
い
を
持
た
れ
て

い
ま
す
。

　
３
代
目
の
息
子
さ
ん
に
技
術
を
継

承
し
な
が
ら
、
文
禄
堤
が
守
口
の
シ

ン
ボ
ル
地
と
な
る
よ
う
、
夢
に
向

か
っ
て
こ
れ
か
ら
の
文
禄
堤
を
支
え

ま
す
。

　“守口の歴史は消えることがない。守口の歴
史の一里塚として次代につなぐことを強く感じ
ています。夢は東海道を世界遺産に！市内外の
皆さんにも守口市の魅力を知ってもらいたい”
そう語ってくれたのは、加藤忠廣さん。守口市
の歴史を伝えていくため、文化団体のボラン
ティアとして立ち上げた「守口門真歴史街道推
進協議会」で積極的に活動され、守口市の歴史
を発信していきます。

　「
盛
泉
寺
」か
ら
150
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

歩
く
と「
瓶
橋
」が
あ
り
ま
し
た
。

元
々
、
土
橋（
木
造
り
の
橋
）だ
っ
た

も
の
を
、
嘉
永
元
年（
１
８
４
８
年
）

に
村
人
が
、
私
財
を
出
し
合
っ
て
石

橋
に
し
ま
し
た
。
名
前
は
当
時
守
口

を
支
配
し
て
い
た
代
官
が
命
名
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は「
か

め
ば
し
」と
書
い
た
橋
柱
が
２
本

残
っ
て
い
ま
す
。

人が集まり栄える地に…

代
々
家
系
を
守
り
続
け
た

 

守
口
宿
の
守
り
人

夢は大きく、未来に継承旧奈良街道へ通じる来迎坂

歩いて感じる400年の宿駅と街道大
阪
野
江
の
刑
場
に
あ
っ
た
題
目
石
碑

が
、
現
在「
義ぎ
て
ん
じ

天
寺
」に
移
さ
れ
供
養
さ
れ

て
い
ま
す
。

　当時、瓶橋付近で青木家
は丸亀という屋号で呉服店
を営んでいたそうです。
青
あおき き み こ
木公子さん（右）
娘の森

もりもと
本明

さや か
子さん（左）

問広報広聴課   ℡ 06-6992-1353

今年6月まで現存していた
築180年（天保8年建造）の西田家

江戸時代、茜屋で売買されていたこと
を示す古文書


